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飾
扇
の
初
代
会
長
河
村
き
ぬ
0

0

の
祖
母
河
村
た0

け0

は
、
飾
東
の
初
代
紺
谷
久
平
先
生
に
肺
結
核

の
身
上
を
た
す
け
ら
れ
て
入
信
し
た
。
時
に
明

治
十
七
年
。
飾
東
初
代
が
熱
心
に
布
教
を
開
始

さ
れ
た
直
後
で
あ
る
。

　
た
け
0

0

は
明
治
二
十
年
一
月
十
三
日
、
当
時
飾

磨
真
明
講
の
講
元
で
あ
っ
た
紺
谷
久
平
先
生
が
、

赤
衣
と
座
布
団
を
教
祖
に
献
納
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
紺
谷
た
け
0

0

夫
人
を
は
じ
め
十
人
程
の
熱
心

な
婦
人
達
に
加
わ
っ
て
、
一
針
づ
つ
縫
い
あ
げ

る
の
に
参
加
し
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
河
村
た
け
0

0

の
娘
す
て
0

0

は
、
牛
尾
家
へ
嫁
し
た

が
、
牛
尾
家
は
当
時
、
釣
針
製
造
を
家
業
と
し

て
い
た
が
思
わ
し
く
な
く
、
飾
大
分
教
会
初
代

竹
川
萬
次
に
教
え
ら
れ
、
神
戸
へ
出
て
あ
ら
れ

製
造
販
売
業
を
始
め
た
。
初
め
は
大
変
な
苦
労

が
あ
り
、
す
て
0

0

の
長
女
き
ぬ
0

0

は
、
十
五
才
か
ら

約
十
年
程
は
、
床
板
に
筵
を
敷
い
て
そ
の
上
で

寝
起
き
し
、
朝
は
三
時
頃
か
ら
家
業
を
手
伝
っ

て
精
を
出
し
た
。

　
き
ぬ
0

0

が
二
十
三
才
の
時
、
当
時
大
阪
市
西
区

靱
で
海
産
物
商
を
営
ん
で
い
た
河
村
弥
三
一
と

結
婚
し
た
が
、
そ
の
頃
大
阪
市
港
区
で
布
教
し

て
い
た
飾
大
分
教
会
初
代
会
長
の
仕
込
み
を
受

け
、
次
第
に
信
仰
の
道
に
励
む
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
空
襲
を
受
け
て
家
屋
を
焼
失
し
た

の
で
、
神
戸
へ
移
転
し
た
。

　
か
く

て
、
昭

和
三
十

年
二
月
、

河
村
き0

ぬ0

を
所

長
と
し

て
飾
扇

布
教
所

を
開
設
。

夫
婦
共
々
道
に
専
心
し
、
月
次
祭
に
は
大
勢
が

参
拝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
商
売
が
思
わ
し
く
な

く
、
三
十
七
年
に
は
商
売
を
や
め
た
が
、
夫
弥

三
一
は
そ
の
年
の
暮
れ
に
出
直
し
た
。

飾し
き

扇せ
ん

分
教
会

設
立

昭
和
42
年
４
月
26
日

祭
典
日

19
日

兵
庫
県
尼
崎
市

　
　

昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
六
日

　
　
初
代
会
長
　
河か
わ

村む
ら

き
ぬ
　
　

任
命

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
十
六
日

　
　
二
代
会
長
　
山や
ま

本も
と

　
實
み
の
る

　
任
命

初代配偶者
河村　弥三一

分教会史

初代会長
河村　きぬ

二代会長
山本　實

二代夫人
山本　和子

教会の正面玄関
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重
な

る
節
に

親
神
様

の
お
せ

き
込
み

を
悟
り
、

昭

和

四
十
二

年
四
月

二
十
六

日
、
神

戸
市
兵

庫
区
塚

本
通
四

丁
目
一

番
十
号

に
お
い

て
飾
扇

分
教
会

設
立
の
お
許
し
を
頂
き
、
河
村
き
ぬ
0

0

が
初
代
会

長
に
任
命
頂
い
た
。

　
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
二
十
八
日
、
河
村
き0

ぬ0

が
七
十
八
才
で
出
直
し
、
後
任
会
長
に
は
当

時
尼
崎
市
で
布
教
中
の
で
あ
っ
た
四
十
四
歳
の

山
本
實
が
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
十
六
日
二

代
会
長
就
任
の
お
許
し
を
頂
き
、
同
日
現
在
地

へ
の
移
転
も
許
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
五
年
六
月

十
五
日
、
神
殿
移
転
建
築
並
び
に
二
代
会
長
就

任
奉
告
祭
を
執
行
し
た
。

　
山
本
は
昭
和
二
十
六
年
十
六
才
の
時
に
母
親

が
家
出
、
自
分
自
身
も
肺
結
核
で
倒
れ
、
自
暴

自
棄
に
な
り
、
強
度
の
麻
薬
常
習
者
と
な
る
。

父
芳
男
は
、
何
と
か
し
て
息
子
を
更
生
さ
せ
ん

も
の
と
、
精
神
病
院
へ
入
院
さ
せ
る
な
ど
、
医

薬
の
限
り
を
尽
く
す
か
た
わ
ら
、
あ
ら
ゆ
る
宗

教
の
門
を
叩
い
た
が
徒
労
に
終
わ
っ
た
。

　
實
が
毎
日
使
う
膨
大
な
麻
薬
代
の
た
め
、
父

芳
男
が
丁
稚
奉
公
か
ら
叩
き
上
げ
、
営
々
と
し

て
築
い
た
昆
布
商
の
土
地
家
屋
も
人
手
に
渡
り
、

夜
逃
げ
同
様
に
移
転
し
た
路
地
裏
の
小
さ
な
家

も
、
す
ぐ
に
借
金
の
担
保
に
な
り
、
そ
の
日
の

お
か
ず
代
に
も
事
欠
き
、
寝
る
に
夜
具
も
な
い

と
い
う
赤
貧
洗
う
が
如
き
目
を
覆
う
ば
か
り
の

惨
状
に
立
ち
至
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
遂
に
昭
和
三
十
二
年
大
晦
日
の
深
夜
、
妹
の

光
子
が
父
芳
男
と
實
に
一
家
心
中
を
迫
る
。
麻

薬
に
狂
っ
た
頭
な
が
ら
、
一
夜
此
の
家
で
過
ご

せ
ば
一
家
四
人
山
本
家
壊
滅
の
恐
れ
を
感
じ
、

實
は
、
飾
大
の
竹
川
俊
治
会
長
に
付
き
添
わ
れ

ヘ
ロ
イ
ン
一
包
を
持
っ
て
兵
庫
警
察
へ
自
首
し
、

収
監
さ
れ
た
。

　
父
の
芳
男
は
商
売
の
関
係
で
あ
ら
れ
製
造
業

の
牛
尾
商
店
へ
出
入
り
し
て
い
た
が
、
そ
の
都

度
息
子
の
状
態
を
話
し
て
は
悲
嘆
に
く
れ
て
い

る
芳
男
を
、
見
る
に
見
か
ね
た
牛
尾
ひ
ろ
ゑ

0

0

0

に

伴
わ
れ
て
、
当
時
の
飾
扇
布
教
所
の
門
を
く

ぐ
っ
た
の
が
山
本
家
の
入
信
の
元
一
日
で
あ
り
、

昭
和
三
十
二
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
る
。

　
昭
和

三
十
五

年
二
月

二
十
六

日

、

二
十
五

才
の
時
、

肺
結
核

再
発
で

入
院
中

の
病
院

を
退
院

し
た
そ
の
足
で
、
飾
大
三
代
会
長
竹
川
俊
治
と

河
村
弥
三
一
に
付
き
添
わ
れ
て
、
修
養
科
志
願

の
た
め
お
ぢ
ば
へ
帰
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
が
、

山
本
實
の
入
信
の
元
一
日
で
あ
る
。

　
修
養
科
修
了
後
、
詰
所
青
年
づ
と
め
に
続
き

教祖九十年祭のバス団参

教会移転奉告祭

分教会史
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飾
大
の
青
年
づ
と
め
中
に
、
修
養
科
で
知
り

合
っ
た
飾
大
所
属
の
西
村
和
子
と
結
婚
。　

　
入
信
後
も
紆
余
曲
折
の
道
中
で
あ
っ
た
が
、

飾
大
会
長
の
的
を
射
る
仕
込
み
を
受
け
た
實
は
、

い
ん
ね
ん
自
覚
の
上
か
ら
、
教
祖
九
十
年
祭
を

三
年
後
に
控
え
た
昭
和
四
十
八
年
一
月
二
十
六

日
を
期
し
て
、
親
子
六
人
で
現
在
地
の
尼
崎
で

単
独
布
教
を
開
始
し
た
。
子
供
を
か
か
え
て
、

食
事
に
も
事
欠
く
日
々
で
あ
っ
た
が
、
布
教
専

一
に
家
族
揃
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
布
教
を
推
し
進

め
て
い
っ
た
。

　
父
芳
男
は
、
と
て
も
助
か
ら
ん
と
諦
め
て
い

た
息
子
が
、
た
す
け
一
条
に
進
み
教
会
長
を
拝

命
す
る
に
及
ぶ
や
、
親
神
様
の
御
守
護
の
程
を

「
こ
の
息
子
が
教
会
長
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
、
出
会
う
人
々
に
そ
の
喜
び
を
語

り
伝
え
な
が
ら
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
九

日
八
十
才
で
出
直
し
た
。

　
山
本
實
会
長
は
、
自
身
が
重
度
の
麻
薬
中
毒

の
恐
怖
を
身
を
以
て
知
る
上
か
ら
、「
中
毒
」

に
対
す
る
思
い
が
強
く
、
殊
に
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
の
人
の
お
た
す
け
に
心
を
砕
い
た
。
苦
し

み
悩
み
を
聞
き
、
抜
け
出
す
に
は
こ
の
道
し
か

な
い
と
身
を
挺
し
て
脱
却
に
導
い
た
。

　
山
本
實
会
長
自
身
が
麻
薬
常
習
者
で
あ
っ
た

と
い
う
因
縁
の
上
か
ら
か
、
布
教
開
始
直
後
か

ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
、
麻
薬
依
存
者
及

び
刑
務
所
出
所
者
の
お
た
す
け
に
忙
殺
さ
れ
る
。

　
昭
和
五
十
三
年
九
月
七
日
天
理
教
断
酒
会
を

結
成
。
個
人
の
お
た
す
け
は
勿
論
、
飾
扇
分
教

会
に
於
い
て
、
月
三
回
の
断
酒
会
例
会
、
毎
年

一
回
お
ぢ
ば
で
の
記
念
大
会
に
加
え
、
毎
月

二
十
六
日
本
部
月
次
祭
当
日
に
は
南
礼
拝
場
前

路
上
に
於
い
て
天
理
教
断
酒
会
路
傍
講
演
を

行
っ
た
。
参
拝
者
で
賑
わ
う
路
上
で
の
人
々
の

奇
異
に
見
る
眼
に
晒
さ
れ
な
が
ら
の
こ
の
尊
い

行
為
は
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
よ
り
昭
和
六
十

年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で
四
年
間
に
亘
っ
て
つ

と
め
ら
れ
た
が
、
何
と
し
て
も
「
中
毒
者
」

「
依
存
症
者
」
に
助
か
っ
て
貰
い
た
い
と
、
山

本
實
が
心
身
を
傾
注
し
た
証
で
あ
る
。
昭
和

六
十
一
年
七
月
二
十
五
日
天
理
教
福
祉
課
酒
害

相
談
室
が
設
置
さ
れ
公
認
相
談
員
九
名
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
る
に
及
び
、
自
主
グ
ル
ー
プ
の
天

理
教
断
酒
会
は
昭
和
六
十
一
年
九
月
二
十
一
日

初
志
目
的
を
達
成
し
た
と
し
て
解
散
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
世
に
「
中
毒
」
の
種
が
尽
き
る

は
な
い
。

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、

神
戸
を
中
心
に
襲
っ
た
未
曾
有
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
よ
り
教
会
は
半
壊
。
主
と
し
て
神
戸
、

西
宮
、
尼
崎
に
点
在
し
て
い
た
よ
ふ
ぼ
く
信
者

宅
も
、
全
、
半
壊
の
甚
大
な
る
被
害
を
蒙
る
。

直
ち
に
教
会
を
挙
げ
て
よ
ふ
ぼ
く
信
者
宅
の
復

興
ひ
の
き
し
ん
に
明
け
暮
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る

程
度
の
落
ち
着
き
を
見
て
か
ら
教
会
の
工
事
に

着
手
し
た
。
平
成
七
年
十
月
中
旬
、
飾
扇
分
教

会
は
改
修
工
事
を
完
了
し
た
。
　
山
本
實
会
長

は
度
々
の
大
き
な
身
上
や
交
通
事
故
で
、
何
度

も
出
直
し
の
危
機
に
遭
い
な
が
ら
そ
の
度
に
御

守
護
を
い
た
だ
き
、
た
す
け
の
道
に
今
も
励
ん

で
い
る
。

神殿内部


